
令和６年度石川県専門的看護実践力研修事業
【摂食・嚥下障害看護】実施報告
【摂食・嚥下障害看護】の分野における研修が

10月15日～11月8日の6日間
金沢医科大学病院で開催されました。

摂食嚥下の機能障害にかかわるの病態生理や機能評価、安全な在宅療養に向けた患者・家族への
支援、意思決定支援などの内容について、対面で研修を行いました。
また演習では、高齢者体験を通して摂食嚥下障害を理解し、誤嚥を防ぐポジショニングや食事ケアの
技術を学びました。
→詳しい研修プログラムはこちら

誤嚥性肺炎の患者さ
んの食事再開につい
て、早期に医師に確
認して、嚥下機能低
下を予防していきたい
です。

患者さんを体験してみ
ないとわからないことが
たくさんあり、実践を通
して学ぶことができまし
た。しっかりアセスメント
を行い、学びを活かし
ていきたいです。

在宅の場面で感じる
家族側の視点も理解
された研修で、とても
分かりやすかったです。

https://ishikawa-nursenavi.com/media/files/training-report01/program-kanazawamed-r6.pdf
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